
第
Ⅰ
病
棟

看
護
主
任

秦

正
和

近
年
の
医
療
安
全
に
お
け
る
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
と
い
え
ば
医
療
事
故
調
査
制
度
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

医
療
事
故
調
査
制
度
は
、
医
療
事
故(

当
該
病
院

等
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
が
提
供
し
た
医
療
に

起
因
し
、
又
は
起
因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡
に
つ

い
て
、
そ
の
死
亡
を
予
期
し
な
か
っ
た
も
の)

が
発

生
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
院
内
調
査
を
行
い
、

そ
の
調
査
報
告
を
民
間
の
第
三
者
機
関(

医
療
事

故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー)

が
収
集
・
分
析
す
る
こ

と
で
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
た
め
の
医
療
事
故
に

係
る
調
査
の
仕
組
み
等
を
、
医
療
法
に
位
置
づ
け

医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
、
一
昨
年

の
十
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
日
本

医
療
安
全
調
査
機
構
の
現
況
報
告(

五
月)

に
よ
る

と
、
施
行
後
よ
り
累
計
三
一
一
九
件
の
相
談
が
持

ち
込
ま
れ
、
六
二
四
件
の
医
療
事
故
報
告
が
あ
っ

た
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
診
療
科
別
の
医
療
事

故
報
告
件
数
で
は
、
外
科(

一
一
四
件)

、
内
科(

七
五

件)

、
消
化
器
科(

五
五
件)

、
整
形
外
科(

四
九
件)

、

そ
の
他
の
診
療
科
お
い
て
も
、
い
ず
れ
も
二
〇
件

～
四
〇
件
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
精
神
科
で
は

二
一
件
の
報
告
が
あ
り
、
精
神
科
に
お
い
て
も
決

し
て
医
療
事
故
は
無
縁
で
は
な
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
わ
れ
わ
れ
の
病
院
で

１

も
、
医
療
事
故
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、
起
こ
り

得
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
、
毎
年
、
医
療
安
全
管
理
者
と
委
員
会

が
中
心
と
な
り
職
員
研
修
を
企
画
実
施
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
研
修
は
、
各
部
署
で
報
告
さ
れ
た
イ
ン

シ
デ
ン
ト(

重
大
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
の
あ
る
事

例
）
の
傾
向
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
考
え
た
り
、

Ｋ
Ｙ
Ｔ(

危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ)

、
Ｒ
Ｃ
Ａ(

根

本
原
因
分
析)

の
一
工
程
の
体
験
な
ど
を
し
ま
し

た
。医

療
安
全
と
い
う
と
な
ん
だ
か
重
く
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
で
す
が
、
医
療
安
全
に
つ
い

て
、
職
員
が
興
味
、
関
心
を
持
て
る
よ
う
、
難
し
い

研
修
内
容
に
は
せ
ず
、
必
ず
参
加
型
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
職
員
一
人

一
人
の
安
全
に
対
す
る
意
識
は
、
年
々
高
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
も
医
療
安
全
管
理
者
の
一
人
と
し
て
、
よ
り

安
全
な
医
療
を
患
者
さ
ん
に
提
供
で
き
る
よ
う
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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利用される方の気持ちに寄り添いながら 

～訪問看護～ 

申込みについて

 当院の訪問看護は、当院通院者

のみご利用できます。 

 外来通院時に主治医にご相談し

ていただくこととしています。 

患者さんの笑顔が我々の励み 
 当院の訪問看護の活動は、昭和

６３年の精神保健法施行後間もな

い頃からスタートし、退院後の再

発防止、治療の継続、症状の安定

など地域で生活を続けるうえで大

きな役割を担っています。 

訪問看護スタッフは、通院患者さ

んのご自宅というプライベートな

空間に迎え入れてくださることに

感謝しながらお伺いさせていただ

いております。病気のことだけでな

く、日常生活で起こる様々なことに

対し、利用される方の気持ちに寄り

添い、ご本人のペースを大切にしな

がら共に考え、見守ることを心がけ

 八雲病院では、当院を退院され

た方で外来通院中の方を対象と

し、地域や社会で安心して生活す

ることができるように、訪問看護

スタッフが直接ご自宅等へ訪問

し、相談や必要な支援などを行っ

ています。 

主な相談、支援内容

○ 服薬、症状管理指導 

○ 対人関係（家族、友人、近隣、 

  職場、デイケア等）の相談 

○ 日常生活（食事、排泄、睡眠、 

   清潔、金銭管埋、など）の相談 

○ 社会資源（金融機関、公共施 

  設、行政サービスなど）の利用 

  の仕方 

○ 健康相談 

○ 家族への支援 

○ 主治医、外来、デイケア、他機 

  関との連携  

病院 

機能

ています。主治医をはじめ、医療ス

タッフのチームワークを大切にし、

必要に応じ関係機関と連携してい

ます。 

 住み慣れた場所、穏やかな暮ら

しの中で見せてくださる笑顔は、

担当者にとって何よりの喜びであ

り励みとなっています。

（訪問看護スタッフ） 

２ 

訪問看護とは、病気や障がいを持った人が住み慣れた地域やご家庭で、

その人らしく療養生活を送れるように、看護師等が生活の場へ訪問し、

療養生活を支援するサービスです。  

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

 八雲病院内には、職員有志からなるランニ

ングクラブがあります。チーム名は「ふぁん

らん」。名前の通り“楽しく、健康的に走る

（歩く）”ことをモットーに結成され、ひっ

そりとゆる～くマイペースに活動していま

す。結成から４年経ち、８人からスタートし

たランニングクラブは現在部員数も１３人に

増えました。 

 主な活動内容は、個人での自主トレや大会

参加、親睦会です。大会前にはメンバーで集

まり、仕事を終えてから運動公園や宍道湖周

辺、病院周辺、時にはトレーニングルームに

行って練習に励む事もあります。最近では、

浜乃木から玉造温泉までLSD（長い距離を

ゆっくり走ること）をしながら、途中のコン

ビニでアイスを食べ、玉造でランチに蕎麦を

すすり、足湯や神社の参拝をした事も。病院

を出発し、武者行列を見ながら最後は松江城

をゴールにゆっくりランした時もとても楽し

かったです。 

 年に数回不定期で行う、大会参加の慰労を

兼ねた親睦会や飲み会も行っており、それを

楽しみに日々各自でトレーニングに励んでい

ます。 

 私達ランクラブは、今後も楽しくゆる～く

活動を続けて行こうと思っています。この記

事を読まれて、走ることや歩くことに興味関

心を持たれた方は、是非外に出てみてはいか

がでしょうか。 

（川角） 



３

王紅欣先生 
 私は王紅欣と申します。中国か

ら参りました。出身は北京です

が、大学は内陸にある山西医科大

学でした。若いうちに他所の世界

を見てみたい気持ちがあって、

1997年に義理の兄（日本人）の

おかげで日本に参りました。 

 2年間の日本語を勉強してか

ら、鳥取大学精神医学教室川原隆

造教授の下で4年間の心理治療を

勉強しました。大学院卒業後、帰

国し、精神科医として無錫精神衛

生中心（上海の近く）で、７年間

働きました。 

 2011年、日本の友達の招きを

受けて、再び日本に参りました。

元々、日本文化と社会の雰囲気が

好きで、日本で医師として働きた

いという思いもありました。それ

と同時に、鳥取市にある渡辺病院

の理事長先生の支援（奨学金）を

受けて、受験勉強をし始めまし

た。 

 日本の医師になるまで，日本の

先生達や友人達に大変お世話にな

り、日本は私の第二の故郷と実感

しています。これからも、皆様と

一緒に頑張りますので、よろしく

お願いいたします。 

国分一男先生 
 皆さま初めまして。平成２９

年４月より週に１度、非常勤と

して勤務しております国分一男

と申します。簡単ですが自己紹

介いたします。 

 高校卒業まで東京にて過ごし

た後、鳥取大学医学部生命科学

科に進学し初めて山陰の地に立

ちました。大学院修士課程を修

了後、臨床の道を目指して鳥取

大学医学部医学科に編入しまし

た。卒業後は松江市立病院にて

初期研修を行い、現在鳥取大学

医学部精神科に所属しておりま

す。 

 よく精神科を選んだ理由を聞

かれるのですが、このように遠

回りをして医師となったことも

あり、病気だけでなく社会背景

も含め多様な視点から総合的に

患者さんと関われるというとこ

ろに魅力を感じたのが一番だと

思います。 

 といいましても、まだまだ若

輩者であり、周囲の方々の助け

をお借りしながら日々を送って

おります。八雲病院の一員とし

て少しでも地域の皆様のお役に

立てるよう、精一杯務めてまい

りますので、今後とも宜しくお

願い申し上げます。 

新Ｄｒ紹介 

仁風会では、新たに鳥取医大か

らのＤｒをお迎えしました。 

この場を借りて、王先生、国分先

生のご紹介をさせていただきま

す。 

作業療法 
作品コーナー 

作業療法棟、Ⅱ病棟、重度

認知症デイケアで、壁一面

の大作を皆で協力して仕上

げました。 

作業療法棟 

Ⅱ病棟作業療法 

重度認知症デイケア八雲 



ムワークが大切であると気付かさ

れました」「同じ病気を抱える利

用者さんでも、生活の場、社会復

帰に向けて、看護師として観察す

る視点が多職種と異なると感じ

た」「どの診療科に勤めたとして

も、精神疾患のある患者さんと関

わることがあると思うが、今回の

実習を通して精神科の患者さんへ

の理解が深まり、寄り添う事が大

切であるということを感じた」

「困っている人に手を差し伸ばし

てあげることができる看護師を目

指したいと感じるようになった」

「しっかり“待つこと”の大切さ

を学ぶことができました。ありが

とうございました」  （森脇）

４

 ７月１３、２１、２７日、松江

高等看護学院の看護学生さんが３

人、７月１９・２０日には松江総

合医療専門学校から６人、８月１

６日、島根県立大学から６人の学

生さんが来所されました。地域活

動支援センター ビ・フレンディ

ング、就労継続Ｂ型事業所八雲

会、指定障害福祉サービス事業所 

コスモス、精神科デイケアたんぽ

ぽといった地域の社会資源を見学

していただき、各施設職員から説

明を聞いた後、実際に各所を利用

している利用者の方たちと一緒に

作業やレクリエーションを楽しん

で頂きながら、各所の特徴や機能

を学んで頂く機会となりました。 

 それぞれの学生さんたちに将来

進みたいと考えている診療科をう

かがうと、緩和ケア、急性期、整

形外科、小児科など様々ですが、

実習をとおして感じられた意見、

感想は、下記のとおりです。 

「チームワークが強く、何事にも

一生懸命に取り組んでおられ、自

分が今後病院に勤務した際もチー

たまごさんからのお便り 
～地域で学ぶ看護学生さん～

院 内 研 修 報 告 

5月に虐待防止を目的とした法人

内研修を実施しました。内容とし

ては、虐待防止法の解説をはじ

め、実際に福祉施設で発生して報

道番組でも取り上げられた虐待事

案や、全国調査から見えてくる虐

待の傾向等も紹介しました。 

 参加した職員からは、「普段か

ら気を付けているものの、何気な

い言動が虐待に繋がる恐れがある

と分かった」「嫌がる事は虐待に

該当する可能性があるが、関わら

ずに放っておくことも虐待に繋が

る可能性があり、支援における難

しさやジレンマを感じる」といっ

た、普段の業務をふり返っての感

想が多く聞かれました。 

 虐待は権利侵害そのものであ

り、医療や福祉といった対人援助

の業務において絶対に起きてはな

らないことです。私達職員は、自

らの言動を今一度ふりかえり、適

切な支援が行えているのかを確認

する必要があると強く感じまし

た。         

（荒内） 

 皆さんはファシリテーションと

いう言葉をお聞きになったことが

あるでしょうか。翻訳すると「そ

の場を促進すること」です。 

 ファシリテーションとは、会議

やグループワークなどの司会進行

をする役のことを指しますが、た

だ司会進行をするのではなく、

「いかにその場にいる参加者の多

くから意見などを引き出し、全員

納得のいく合意共有というゴール

に時間内でたどり着くための技

術」です。その技術をフル活用し

て進行する人のことをファシリ

テーターと言います。 

 昨年度から本法人内でこのファ

シリテーション技術を浸透させ、

多くのスタッフがこの技術を身に

つけてもらえることを願い、研修

会を開催しています。今年度も出

来るだけ多くのスタッフが参加出

来るようにするために、開催日を

３回に分けて実施しました。 

 この技術を学ぶことで、職場で

の活用は当然ですが、家庭や友人

関係といったプライベート場面で

も活用できることを演習も交えな

がら説明しました。来年度も継続

していきたいと考えています。 

           （森脇） 

ファシリテーター研修 

参加者の力を引き出す

虐待防止研修 

何気ない言動が虐待に繋がる 



５

地域連携を 

考える

 ８月４日、午後から、ビ・

フレンディング交流ホールに

て第２１回目となるサマーコ

ンサートを行い、約１００名

の皆さんが来場されました。 

 当日は音楽グループつくし

さん、青戸美嗣子さん、デイ

ケアたんぽぽの有志の皆さん

など５組による楽曲演奏のほ

か、作業所の物品販売、コン

サートのコラボ企画として梶

村健三氏の絵画、初めての企

画として日頃からアート作品

の創作に熱心な方の作品を同

時展示する共同アートギャラ

リー展も行いました。 

出演者で初参加の方もあ

り、少しずつ新しい輪の

拡がりもみられていま

す。 

 次回はクリスマスコン

サートとして１２月８日

１３時～１５時に開催予

定ですので、よろしかっ

たら足をお運びくださ

い。お待ちしておりま

す。     （貝谷）

  ２０１７サマーコンサート 

          ＆梶村健三氏絵画展 

家族教室「家族の輪・学びの場」 

～癒しとは、共感しやすくなるコツは～ 

 ビ・フレンディングで月に

１回開催している家族教室

「家族の輪・学びの場」。今

年度上半期は、家族間のコ

ミュニケーションで意識した

いポイントを学ぶことを目的

に開催しています。 

 8月は癒しや共感力がテーマ

であり、自分にとっての癒し

は何かということ、共感しや

すくなるためのコツを学びま

した。 

 参加したご家族の方から

は、最近家庭で意識して取り

組んでいることや、これまで

の体験をふり返ったことで気

付きがあったという意見も出

されました。 

 当教室は家族同士の交流の

場にもなっており、今後も多

くの方に参加して頂けるよう

に取り組んでいきたいと思い

ます。 

（荒内） 

「どうしたら、あの子が自立できるようになるのかしら？」 

 こうしたお悩みをお持ちのご家族がいらっしゃるのではないで

しょうか。この「びふれ版家族の輪・学びの場」は、精神障がい

者の方のご家族が、ご本人の回復につながる接し方を学ぶ「学び

場（家族教室）」です。 

天国までの１００マイル 
浅田次郎：著（朝日文庫） 
2000年初版 税込５１４円 

 今回のおすすめの一冊は、

浅田次郎さんの「天国までの

１００マイル」です。 

 どん底の生活をしていた主

人公が、病気の母親の治療の

ため、母親を車に乗せ、１０

０マイルの道を走る。主人公

を取り巻く色々な人生が交差

して、読んでいくうちに引き

こまれていきま

す。ハンカチ必須

のラストは、ぜひ

ご自分の目でご確

認ください。 

（浜岡） 

今月のおすすめの一冊

歌声を披露されるつくしの皆さん 

初・共同アートギャラリー展開催 

梶村健三氏と絵画『出漁』 



【 ご 案 内 】  

駐 車 場  

八 雲 病 院  

● H O K 山 代 店  

● バ ス 停

し ら ゆ り ●  

保 育 園  

松 江 バ イ パ ス  

● 松 江 工 業 高 校  山 陰 ●  

古志原支店

↓  至 浜 乃 木  

至 八 雲 町  

   →  国 道 4 3 2 号 線  

桧 山 ト ン ネ ル  

八 雲 病 院 精 神 科 病 棟

認 知 症 治 療 病 棟  

1 F  地 域 活 動支援セン ター ビ・フレンディング

2 F  デ イ ケ ア  た ん ぽ ぽ  

認知症グループホーム 雲 陽 の 里  

生 活 訓 練 施 設  コ ス モ ス  

馬  橋  側  

【 J R 松 江 駅 よ り 5 k m 】  

●  バ ス （ 一 畑 交 通 ）  

八 雲 ・ 大 庭 行 き ( ④ タ ー ミ ナ ル  

山 代 町 下 車  徒 歩 1 分 )  

医療法人 仁風会 
○八雲病院（外来診療時間午前中のみ） 

平日８：３０―１２：３０／土 ８：３０―１２：３０

休診日…日曜日、祝日、お盆、年末年始 

 松江市大庭町１４６０－３  

            電   話（０８５２）２３－３４５６（代表） 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３４９５ 

  ・デイケアたんぽぽ（精神科デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：３０－午後３：３０ 

  ・デイケア八雲（重度認知症デイケア） 

   ※お問い合わせは代表まで 

月曜日―金曜日 午前９：００－午後３：４０ 

○コスモス（自立訓練【生活訓練】事業所） 

 松江市大庭町１４５９－１ 

            電   話（０８５２）２３－３３６０ 

            ＦＡＸ（０８５２）２３－３３７０ 

   ○ビ・フレンディング（地域活動支援センター・相談支援事業所） 

    松江市大庭町１４６１－３ 

              電   話（０８５２）２３－４１１１ 

              ＦＡＸ（０８５２）２３－４１１２ 

   ○雲陽の里(認知症グループホーム・介護保険) 

    松江市大庭町１４５９－１ 

              電話（０８５２）２３－３７００ 

   ○居宅介護支援事業所 医療法人 仁風会 八雲病院 

６

ご意見箱 

 広報誌「遊便」に対するご意

見・ご感想などございましたら、

ぜひ下記までお寄せいただくと喜

びます。今後とも医療法人仁風

会、広報誌「遊便」共々よろしく

お願い致します。 

  〒690-0033 

  松江市大庭町１４６０－３ 

 （医）仁風会 広報委員会 

編
集
後
記

広
報
誌
の
編
集
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
、
早
五
年
が
経
ち
ま
す
。

毎
回
秋
の
号
の
編
集
を
担
当
す
る

の
で
す
が
、
編
集
の
度
に
既
に
知
っ

て
い
る
つ
も
り
の
法
人
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
再

認
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
り

分
か
り
や
す
い
紙
面
を
こ
れ
か
ら
も

目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
浜
岡
）

わ
た
く
し
た
ち
の
理
念

わ
た
く
し
た
ち
は
心
の
声
を
大
事
に
し
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
は
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
ま
す

八
雲
病
院

お
知
ら
せ

ホームページのご案内 

当法人の各種サービスについてホームページで紹介しておりま

す。スマートフォンにも対応しています。 

ぜひご覧ください。 

アドレス  

http://www.yakumohp.net/


